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As a part of our research on dynamic chiral molecules, we have synthesized N-arylamide 

having dynamic chirality at ambient temperature and revealed the substituent effect on the 
stereochemical stability. Herein, we wish to report the details of synthesis, stereochemical 
behavior, and transformation.  
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動的キラル分子に関する研究 1-3)の一環として今回，動的キラルな N-アリールアミ

ド 14)の立体化学挙動の精査と合成化学的応用について検討した．多様な置換基を有

する 1 を合成し，それらの各種スペクトル分析及びキラル固定相を用いた HPLC 分

析の結果，1が室温下に動的なキラリティーを有していることが，またその立体化学

的安定性はベンゼン環オルト位の置換基 X,Y 及びアミド α 位の置換基 R1によって大

きく変化することが明らかになった．講演時には 1の立体化学挙動の詳細，及び合成

化学的応用に関して議論する． 
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